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活力ある工業高校を目指して
～「ものづくり」と「部活動」を通して学校を元気に～

金沢市立工業高等学校長　内村　博和

1．はじめに

　私は，今年5月に開かれた第64回全国工業高
等学校長協会の研究協議の中で，基調発表とし
て「工業教育金沢モデルの推進」というテーマ
で発表する機会を頂いた。このときの発表は，
これまで金沢市当局と本校で行ってきた様々な
取組の報告であり，今回は「活力ある工業高校
を目指して」というテーマで，これまでの成果
を踏まえつつ，今後本校で課題としている取組
についてご紹介したい。

2．本校の概要

　本校は金沢市が設置する唯一の高等学校であ
り，昭和3年に開校して以来，今年で創立85周
年を迎える工業高校である。当時は「古城の南
清流遶り」の校歌に歌われていた通り，金沢城
の南の寺町台地にあった。昭和38年に金沢市

西方の畝田町に移転し，現在周辺には石川県庁，
県工業試験場，県立金沢西高校などの文教施設
がある。
　この3月に約9年を要した校舎改築工事が完
了し，第1体育館，新第2実習棟，管理・教室棟，
メディア棟（図書館，メディアホール，礼法室
等）が完成し，中庭や外構，グラウンドもきれ
いに整備された。本校の設置目的は，地域の産
業界の期待に応えるべく「ものづくり」の感性
と工業の基礎・基本を身につけた人材を育成す
ることである。卒業生は石川県内はもとより全
国各地で企業経営者や優れた技術者として活躍
している。卒業生の中には，今年度技能オリン
ピック国際大会で金メダルを獲得した先輩やス
ポーツ界では，大相撲の元大関出島関，バドミ
ントンの元オリンピック日本代表の舛田選手な
ど多数を輩出している。
○　設置学科と生徒数
　表1は，本年度の設置学科と生徒数であり，
電気情報科は2年前に電気科と電子情報科に改
編された。1学年は機械科が2クラスで，他の4

写真1　新校舎（管理・教室棟）の前景 表1　設置学科と在籍生徒数
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世界は「ゆらぎ」でできている
－宇宙，素粒子，人体の本質－

吉田たかよし　著

　広大な宇宙や小さすぎる素粒子の世界は，日
常からかけ離れているため，一般に理解するこ
とが難しいと思われている。しかし，宇宙の誕
生から人体のメカニズムに至るまで，自然界に
存在するすべてに物質の「ゆらぎ」が根底にあ
ることがわかってきた。
　本書は，アインシュタインの相対性理論から
最新の超ひも理論まで，科学の謎を解くことは，
何がどう揺らいでいるかを解明することである
とし，「ゆらぎ」をわかり易く解説した良書で
ある。
　第1章「『ゆらぎ』に魅せられた科学者たち」
では，量子力学が描き出す世界は，この世にあ
るすべての物質は，常に揺らいでいて，「この
揺らぎが多くの物理現象を支配している」こと
を理屈ではなく「感覚」でとらえることにより，
ものの見方も変わると例示している。
　たとえば電子は，「原子核のまわりに綿菓子
のような形でぼんやりと広がっている」電子雲
の状態で，その場所は揺らいでいるため確率で
しか表すことができず，粒子と波動の2つの性
質をもつと述べている。
　第2章「素粒子の正体はひもの『ゆらぎ』」
では，物質を構成する究極の最小単位の素粒子
は，ミクロの「ひも」であるとし，「ひも」の
揺らぎ方により，異なる素粒子として振る舞う
としている。現在素粒子は，17個とされており，
見つからなかった最後の1つであるヒッグス粒
子が，2012年7月31日に発見され，その意義
がわかり易く解説されている。
　第3章「138億年前，宇宙で何が揺らいだのか」
では，我々の住む太陽系自体は渦構造をし天の

川銀河を周回しているが，その外周には多くの
銀河とともに銀河団と超銀河団が存在している。
その存在は均一でなく，密集しているところと
抜け落ちて空洞になっている部分が混在してい
ることがわかり，さらに銀河の配置に特別の揺
らぎがあるとし，現在の宇宙全体の構造は，ミ
クロのゆらぎがもとになりできあがったことが
述べられている。
　第4章「1/f　の揺らぎ，真実とウソ」では，
身近な自然界にある様々な揺らぎのパワーの大
きさは，周波数 fに反比例（1/f）すると述べて
いる。つまり海岸に打ち寄せる波も風も，大気
の気温や湿度も，人間の呼吸や脳波，さらには
高速道路を走る自動車の台数や株価の変動など
も，いろいろな周波数の波が混じり合っており，
これを周波数ごとに分離して解析するとその揺
らぎは，周波数に反比例していることがわかる
と述べられている。
　著者は医者でもあり，揺らがない心臓は不健
康であるなど人体の揺らぎについての事例紹介
も多く記され興味深い。
　第5章「人体は『ゆらぎ』をたくみに利用する」
では，人体に見られる揺らぎとして，変動に一
定の周期が認められる揺らぎと変動の周期が認
められない事例をあげて解説している。
　具体的には，1日24時間や1年365日の周期
のリズムの揺らぎは，環境の変化を先取りして
体の機能を微調整して環境に適応させ，地球上
の生命は生き残ってきたと述べている。
　第6章「脳が揺らぐ，心が揺らぐ」では，人
間の心理的な揺らぎは，脳機能から言えば望ま
しいことで，人間が生き延び繁栄していくうえ
で大切なシステムとしている。また，うつ病が
人類の絶滅を救ってきたなどの視点も興味深
い。人体も心も，調和を持って揺らぐからこそ，
環境変化に適応できると締めくくっている。
（光文社新書，206頁，740円+税）　（山下省蔵）
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学科は1クラスである。女子生徒の割合は全体
の約18％を占めている。
　まず，本校の教育方針は以下の3つである。
⑴　「ものづくり」の感性と工業の基礎・基本
を身につけた創造性豊かな人材の育成
⑵　部活動，学校行事への積極的な参加による
自主・自立の精神，ルール・マナーを守る人材
の育成
⑶　実習・課題研究等を通して，健全な職業観
と社会の動きに関心を持つ人材の育成
　この方針を元に今年度の重点目標は次の5つ
とした。
①　生徒の規範意識を向上させるため，保護者
と連携して基本的な生活習慣の確立を図る。
②　教育内容や指導方法を工夫し，基礎基本の
定着や専門性のレベルアップに努める。
③　さまざまな場面で，安全や環境に配慮でき
る心を養うために，学校全体で5S運動を展開
する。
④　学校行事，生徒会活動，部活動に積極的に
参加し，生徒・教職員の愛校心を高める。
⑤　資格取得の大切さを十分に認識させ，積極
的に受験や取得に努力させる。
　特に今回は，学校の活性化のために上記の②
と④について具体的に紹介したい。

3．基礎基本の定着と専門性のレベルアップ

⑴　基礎基本の定着
　生徒の基礎学力の定着と向上のためには授業
が第一と考え，新入生に対してオリエンテーシ
ョン時にノートの書き方指導を行っている。本
校には240名を収容できるメディアホール（写
真2）があり，講演会や生徒の発表会など一学
年全員を対象にする時に利用している。ここで
4月当初に教務部から具体的なノートの取り
方，例えば余白や段落ち，タイトルの書き方な
ど学力向上につながるノートの書き方が指導さ
れる。これにより授業での理解を深め，復習し

やすく知識が体系化される。また，長期の休業
期間には，各教科や工業科の教師が補充授業を
行い，苦手科目の克服につなげている。
⑵　専門性のレベルアップ
　特に「ものづくり」については，企業や職人
大学校，金沢美術工芸大学，金沢工業大学等と
連携してレベルアップを図っている。機械科で
は企業から旋盤や溶接の高度熟練技能者の方に
来て頂き，生徒に直接，技術指導をして頂いて
いる。電気系では，技能検定合格のために生徒
が放課後企業に出向いて，社員と一緒に技能検
定試験の練習を行っている。これらは生徒だけ
でなく教師や社員にとっても刺激となり，良い
結果につながっている。また，企業から派遣教
員として多いときは5名の方が教諭として配置
されていた。現在は1名だけだが，その先生は
毎日熱心に指導されていて，「ものづくりコン
テスト測量部門」では，これまでに2度，全国
大会入賞に導いた。

写真3　高度熟練技能者から指導を受ける生徒

写真2　240名収容のメディアホール
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　また，本校の事務局は，ものづくりのための
予算の獲得や金沢市役所の他の部局（例えば，
ものづくり政策課，企業局等）と協力・連携し
て，企業による技術指導やインターンシップの
依頼等，ものづくり教育の推進を行って頂いて
いる。そのような市当局からの支援の結果，こ
こ数年の本校のものづくりコンテストでの成果
は着実に実を結んでいる。前述したように，今
年7月にドイツのライプツィヒで開かれた技能
オリンピック国際大会において，平成21年度
に機械科を卒業した生徒が「ITネットワークシ
ステム部門」で，金メダルを獲得した。また，
毎年8月に本県で開催されている「全国ソーラ
ーラジコンカーコンテスト」では，見事3連覇
を達成することができた。また，高校生ものづ
くりコンテストでは，平成20年度に全国大会
測量部門で2位，21年度に同木材加工部門で4
位のほか，以下の表2，3のように，参加した
各部門で好成績を挙げることができた。
　ものづくりコンテストの目標は，上位入賞す
ることだけではないが，生徒には大きな自信に
つながり，新たな意欲の要因になる。また，生

徒間での継続的な取組が重要であり，以前は課
題研究仲間で参加していたため，成果が次の学
年に引き継がれなかったが，現在では測量同好
会，エレクトロニクス部，建築福祉部といった
工業系の部活動が主体となって参加し，「生徒
が生徒を教える」という環境の中で，良い結果
につながっていると思われる。また，教職員の
多忙化のために，いつも早朝や放課後，生徒に
直接に指導することは難しいが，先輩が後輩を
指導するということは，将来，会社に就職して
からもとても大事な経験である。このように，
しっかりとものづくり教育が継承されていると
いうことが本校の活力源の1つである。

4．部活動に積極的に参加して愛校心を高
める

　もう1つの活力源が学校行事や生徒会活動，
部活動である。金沢では毎年5月下旬に「全国
高等学校相撲金沢大会」が開催される。本校の
相撲部はこれまで何度も全国制覇をしてきた強

表3　建築科，土木科の大会結果

写真5「全国ソーラーラジコンカーコンテスト」
　大会3連覇を達成した生徒・指導者

表2　機械科，電気情報科の大会結果

写真4　ものづくりコンテスト「木材加工部門」
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写真2　240名収容のメディアホール
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豪であり，前述したように大相撲で活躍する先
輩を多数輩出してきた。そのため大会当日は学
校行事の一環として全校応援を行っている。毎
年の年度初めから生徒玄関前での挨拶の励行や
体育館で校歌・応援歌の歌唱指導を行い，生徒・
教職員の愛校心を高めることにしている。
　また，本校の運動部・文化部は，この夏，北
部九州で開かれたインターハイでも弓道部，相
撲部が上位入賞を果たし，ボウリング部は全国
高校ボウリング選手権大会で個人優勝した。こ
の他にも水球部はここ数年，常に全国大会の上
位に入っていて優勝の期待がかかっている。
　加えて，工業系の部活動や吹奏楽部の活躍な
ど，部活動の成績では常に県内の高校でも上位
に位置している。入学時には，部活動への全員
加入を呼びかけ，同好会も含めて何らかの部活
動に加入するように勧めている。これらの成果
が3年生の就職希望者の就職率100％実現や運
動部の生徒の有名大学進学にも結びついている。

　また，部活動の活躍が在校生への励みだけで
なく，中学生へ本校をアピールする良い材料に
もなっている。昨今は中学生の普通科志向がま
すます増加し，専門高校への志望者が減少して
いる。その中で本校は幸いにも例年高い倍率が
得られているのは，本校に入学して部活動を頑
張りたいという中学生が多いからである。

5．終わりに

　活力ある高校を目指すために，本校における
「ものづくり」と「部活動」について紹介して
きたが，現在抱える課題として，生徒にどのよ
うな「力」をつけさせたら良いか，ということ
が挙げられる。本校では最近の就職試験におい
て，第一希望の会社に不合格になる生徒が増え
てきた。正確な理由は特定できないが，数学や
英語などの基礎科目の結果が悪いこと，集団面
接で自分の意見が上手に言えない等の指摘を受
けている。以前は「挨拶がしっかりでき，元気
であれば十分」と，企業から言われてきた。と
ころが，最近の県内の企業では，高校生に対し
て「即戦力」を期待するところが大きく，どの
工業高校でも資格の取得や技能の習得に力を入
れている。しかし，県外の大手企業に入社する
ためには，それだけでは不十分で，さらに基礎
学力を確実に身につけることが必要になった。
多様化する企業からの要望を受け，工業高校と
して，生徒の「出口」をしっかりと確保するこ
と，そして将来に渡って自分を高めていく確か
な学力と技術・技能を生徒に身につけさせるこ
とが重要だと実感している。

写真6　全国高校相撲金沢大会の様子

写真7　水球部の練習風景
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